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技術部門   建設部門 

専門とする事項  コンクリート構造物の施工 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1マスにつき 1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅲ－２ （２０２５） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24字×25字 
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題 意  

条 件 ③  

条 件 ①  

条 件 ②  



 

 

 

○解答欄の記入は，1マスにつき 1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24字×25字 

1 .  維 持 管 理 上 配 慮 し な け れ ば な ら な い 課 題  

( 1 )  点 検 困 難 箇 所 の 解 消  

 道 路 橋 点 検 で は 、 道 路 法 施 行 規 則 に 基 づ き 、 5 年 に

1 回 の 近 接 目 視 点 検 を 基 本 と し て 実 施 す る と こ が 定 め

ら れ て い る 。 し か し 、 橋 梁 の 狭 隘 部 や 死 角 な ど 、 検 査

路 が 無 く 近 接 目 視 に よ る 点 検 が 困 難 な 箇 所 が 存 在 す る 。

こ れ に よ り 、 点 検 が 不 十 分 と な り 、 ひ び 割 れ や 鉄 筋 腐

食 等 の 潜 在 的 な 劣 化 が 見 逃 さ れ る 恐 れ が あ る 。 よ っ て 、

保 守 性 の 観 点 か ら 、 点 検 困 難 箇 所 の 解 消 が 課 題 で あ る 。  

( 2 ) 画 像 認 識 A I に よ る 損 傷 診 断 技 術 の 導 入  

コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の ひ び 割 れ 損 傷 図 は 、 主 に ス ケ

ッ チ に よ り 作 成 さ れ る 。 し か し 、 こ の 手 法 で は 、 数 多

く 存 在 す る 既 存 構 造 物 の 情 報 収 集 に 時 間 を 要 し 、 診 断

と 補 修 要 否 等 の 意 思 決 定 が 遅 れ 、 劣 化 が 進 行 す る 恐 れ

が あ る 。 そ の た め 、 短 時 間 で 多 く の 損 傷 情 報 を 正 確 に

把 握 す る 必 要 が あ る 。 よ っ て 、 迅 速 性 の 観 点 か ら 、 画

像 認 識 A I に よ る 損 傷 診 断 技 術 の 導 入 が 課 題 で あ る 。  

( 3 )  環 境 条 件 に 配 慮 し た 品 質 確 保  

国 交 省 資 料 ( 2 0 2 0 年 ) に よ る と 道 路 橋 の 内 、 約 1 1 % が

海 岸 か ら 5 0 0 m 以 内 に 位 置 し 、 約 2 5 % が 凍 結 防 止 剤 散

布 地 域 に 存 在 す る 。 そ の 結 果 、 沿 岸 構 造 物 の 約 3 0 % で

供 用 後 3 0 年 以 内 に 鋼 材 の 腐 食 劣 化 が 顕 在 化 し て い る 。

こ の た め 、 画 一 的 な 構 造 仕 様 で は な く 、 立 地 特 性 に 応

じ た 耐 久 性 強 化 が 求 め ら れ る 。 よ っ て 、 長 寿 命 化 の 観

点 か ら 、 環 境 条 件 に 配 慮 し た 品 質 確 保 が 課 題 で あ る 。  



 

 

 

○解答欄の記入は，1マスにつき 1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24字×25字 

2 .  重 要 な 課 題 選 定 と 解 決 策   

維 持 管 理 費 の 削 減 に 加 え 、 更 新 の た め の 交 通 規 制 等 、

社 会 的 損 失 の 最 小 化 に も 効 果 が あ る と 考 え 、 「 環 境 条

件 に 配 慮 し た 品 質 確 保 」 を 最 も 重 要 な 課 題 に 選 定 す る 。  

( 1 )  ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト ( L C C ) の 最 適 化  

公 共 投 資 の 効 果 を 最 大 化 す る た め 、 コ ン ク リ ー ト 構

造 物 の 環 境 条 件 に 応 じ て L C C の 最 適 化 を 図 る 。 初 期 費

用 と 維 持 管 理 費 用 の ト ー タ ル コ ス ト が 最 小 と な る 設

計 ・ 維 持 管 理 計 画 を 立 案 す る 。 例 え ば 、 重 要 度 の 高 い

ト ン ネ ル に は 、 高 耐 久 性 防 水 材 と な る ポ リ ウ レ タ ン 系

防 水 材 を 使 用 す る こ と で 、 浸 水 に よ る 早 期 劣 化 を 防 ぎ 、

長 期 的 な 維 持 管 理 費 用 が 約 2 0 % 削 減 で き る 。  

( 2 ) 環 境 モ ニ タ リ ン グ の 実 施  

構 造 物 の 劣 化 予 測 精 度 向 上 を 図 る た め 、 環 境 モ ニ タ

リ ン グ を 計 画 す る 。 構 造 物 周 辺 の 環 境 条 件 （ 塩 分 量 、

C O ₂ 濃 度 等 ） を 常 時 計 測 す る 環 境 セ ン サ ー と 構 造 物 変

状 を 検 知 す る 光 フ ァ イ バ ー セ ン サ ー を 設 置 す る 。 こ れ

ら の セ ン サ ー か ら 得 ら れ た デ ー タ を 用 い て 、 劣 化 予 測

す る 。 予 測 は 、 環 境 予 測 モ デ ル を 活 用 し A I に よ り 行

う 。 特 に 点 検 が 困 難 な 海 上 橋 脚 の 飛 沫 帯 や 床 版 部 に お

い て 、 早 期 の 劣 化 兆 候 を 検 知 す る こ と で 、 重 大 損 傷 に

至 る 前 の 予 防 保 全 を 効 率 化 で き る 。 早 期 の 劣 化 発 見 に

よ り 、 補 修 コ ス ト を 約 1 5 % 削 減 で き る ( J C I 指 針 ) 。  

( 3 ) 多 重 防 護 に よ る 耐 久 性 確 保  

耐 久 性 能 の 信 頼 性 向 上 の た め 、 環 境 条 件 に 応 じ た 多



 

 

 

○解答欄の記入は，1マスにつき 1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24字×25字 

重 防 護 を 導 入 す る 。 例 え ば 、 非 常 に 厳 し い 環 境 下 と な

る 凍 結 防 止 剤 散 布 区 間 の 橋 梁 床 板 に お い て 、 一 次 防 護

と し て シ ラ ン 系 含 浸 材 （ 含 浸 深 さ 1 0 m m 以 上 ） を 施 し 、

コ ン ク リ ー ト 内 部 へ の 水 分 ・ 塩 分 浸 透 を 抑 制 す る 。 二

次 防 護 と し て 柔 軟 型 エ ポ キ シ 樹 脂 系 表 面 被 覆 工 （ 膜 厚

0 . 5 m m 以 上 ） を 適 用 し 、 表 面 か ら の 劣 化 因 子 の 侵 入 を

遮 断 す る 。 そ の 結 果 、 ど ち ら か の 防 護 機 能 が 機 能 す る

こ と で 、 過 酷 な 環 境 下 で も 確 実 な 延 命 化 が 期 待 で き る 。  

３ ． 将 来 的 な 懸 念 事 項 と そ の 対 策  

( 1 ) 専 門 技 術 者 の 不 足  

維 持 管 理 者 は 維 持 管 理 技 術 に 加 え て A I ・ 通 信 技 術

等 の ス キ ル が 必 要 と な る た め 、 維 持 管 理 技 術 と A I ・

通 信 技 術 を 兼 ね 備 え た 技 術 者 が 不 足 す る 懸 念 が あ る 。

対 策 と し て 、 最 新 技 術 を 習 得 す る た め 、 土 木 研 究 機 関

や A I ・ 通 信 メ ー カ ー と 連 携 し た 研 修 プ ロ グ ラ ム を 開

発 す る 。 そ の 上 で 定 期 的 な 技 術 講 習 を 実 施 し 、 非 破 壊

点 検 技 術 と 解 析 技 術 と の 複 合 的 ス キ ル を 習 得 す る 。  

( 2 ) セ ン サ ー 埋 設 部 の 品 質 低 下  

セ ン サ ー 埋 設 に よ り 構 造 物 新 設 時 、 コ ン ク リ ー ト 充

填 不 良 が 生 じ 、 局 所 的 な 水 セ メ ン ト 比 増 加 や 空 隙 形 成

で 中 性 化 ・ 塩 害 が 促 進 さ れ る 懸 念 が あ る 。 対 策 と し て 、

重 要 部 位 は 、 高 流 動 コ ン ク リ ー ト （ ス ラ ン プ フ ロ ー

6 5 c m 以 上 ） の 採 用 に よ る セ ン サ ー 周 囲 の 緻 密 化 処 理

を 行 う 。 そ の 結 果 、 セ ン サ ー 周 辺 の 充 填 性 が 確 保 さ れ 、

C O 2 ・ 塩 化 物 イ オ ン の 侵 入 を 確 実 に 抑 制 で き る 。 以 上  


